
1

令和５年度“「長久手市役所の仕事」通知表”の作成（外部評価）⑤

令和５年９月２６日 開催概要

開 催 概 要

会議等の名称 令和５年度行政評価・外部評価⑤

「公共交通事業」【企画政策課】

開催日時 令和５年９月２６日（火）

午後２時３０分から午後３時３０分まで

開催場所 市役所西庁舎２階 第７・８会議室

出席者氏名

（敬称略）

＜外部評価実施者（行政改革推進委員）＞

田村佳子、岡崎信久、樋口和則、近藤恵美子

＜担当課＞

市長公室次長兼企画政策課長 浅井俊光

課長補佐 安井寛樹

政策第２係長 富田昌樹

＜事務局＞

総務部長 加藤英之、総務部次長 福岡隆也、

行政課長 若杉雅弥、課長補佐 水草純、庶務係長 佐藤雄亮

傍聴者人数 １人

問合せ先 長久手市総務部行政課 ０５６１－５６－０６０５

備 考

外部評価実施者の

質疑、意見等

（委員）

事業の目標を、自動車に頼らないで公共交通を選ぶ人が増えると

している一方、資料では主に高齢者を対象としているようであり、

高齢者以外の市民は対象として重視していないように見えるが、ど

うか。

⇒高齢者を対象とする取組が多いが、市民の足の確保を目的とし

ており、全市民が対象である。

（委員）

目的として渋滞の緩和とあるが、市民だけが渋滞を起こしている

わけではない。市民のＮ-バス利用が増えたところで渋滞が解決す

るとは思えない。

⇒渋滞は主に出退勤ラッシュの時間に起こっているが、そのコン

トロールは市というよりもっと大きな区域単位で考えなければ
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ならない。

（委員）

市でコントロールできないのであれば、この事業の目的に渋滞の

緩和を掲げるのは適切ではないと思う。

（委員）

事業対象が漠然としすぎている。例えば、交通弱者の移動支援を

公共交通でクリアしていけば、公共交通の利用が増えると思われる

ので、交通弱者を対象の主軸に置いてはどうか。

ところで、最終的な目的は過度に自動車に頼る状態からの脱却と

ある。カーボンニュートラル等の多角的な視点での表現というのは

わかるが、自動車業界も対応して変化してきており、車を悪者のよ

うにいうのは良くないのではないか。

また、市の東部はＮ-バス利用者が少ないとあるが、新たな公共

交通システムを入れると今の問題は解消されるのか。

⇒東部地区ではバス停までの距離が遠いことなどから、デマンド

交通への関心が高まっている。

（委員）

市民のニーズを把握し、調査研究した上で取り入れていってほし

い。

（委員）

Ｎ-バスは遠回りすぎて、利用したくても利用できないケースが

多い。市民アンケートを５年に１度アンケートをとることとしてい

るが、５年は長すぎるのではないか。

⇒Ｎ-バスの間隔を短くするには、車両の数などが足りない。な

お、ダイヤの見直しは５年に１度を目途に行っており、次回は

令和８年度の予定で、安心安全課が担当している。

（委員）

成果指標を５年に１度のアンケート結果によることとしている
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が、５年に１度は長すぎるのではないか。できれば１年に１回行う

べき。

（委員）

市民の意見を聞く機会を増やし、その機会を活用して市民の意識

を高めていく方法もあるのではないか。

公共交通に関するワークショップを行っているとのことだが、ど

の程度の参加があるのか。また、ワークショップ以外にも意見を聞

く場はあるか。

⇒ワークショップは３つある中学校区で実施し、５６人の参加が

あり、いろいろな意見が出た。安心安全課と協力しながらニー

ズにあった路線を考えていきたい。

（委員）

Ｎ-バスの乗客数はどのようか。

⇒５つの路線があり、いずれも平均値として、中央線は１０．８

人、西部線は１０．６人、藤が丘線は１０．３人、東部線は２．

５人、三ヶ峯線は１１．１人（ほとんど通学の小学生）である。

東部線は乗車数０人のこともある。デマンド交通の導入を視野

に入れた効率的な運用を模索している。

（委員）

名鉄バスやリニモの利用が減って廃線になることも困る。Ｎ-バ

スだけでなく、トータル的に考えるべきと思う。

成果指標の数値根拠はどのようか。

⇒前回アンケート時から今回アンケートまでの増加が３ポイン

トであったため、引き続き３ポイント増加を目標に設定した。

（委員）

Ｎ-バス利用者の行先や目的の内容把握をしているか。

⇒アンケート結果から、行先は医大、アピタ、イオン、福祉の家、

市役所の５つが多い。
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講評・まとめ 公共交通は全市民が利用するものだが、事業の方向性が漠然とし

ていると目標設定や課題分析をしづらいため、ある程度主軸を絞っ

て議論すると良い。

５年に１度のアンケートだけでなく、様々な場所での意見聴取を

行い、市民のニーズに対応した公共交通にしていってほしい。


